
昼は競技をして、夜はダン
スパーティや有名な歌手の
ステージパフォーマンス、
屋台もあり、お祭りです。
メダルをぶら下げていれば、
いろんな方とお話できます
よ。私にファンができてい
たようで、たくさんの方に
話しかけられました（照）

1942年岩手県生まれ。40歳ごろからテニスを習う。
ニュージーランドマスターズ大会、オーストラリアのマスターズ大会で金
メダルを獲得。オーストラリアのマスターズ大会ではプレゼンター（大会
メダル贈呈者）にも推薦される。
ニュージーランドテニスクラブ所属。ボランティアで子供たちにテニスを
教えている。

ワールドマスターズゲームズが2021年に関西で開
催されますが、佐原さんが思うマスターズ大会の魅
力とは何でしょうか

競技力を競う面も魅力のひとつですが、やはり人と
人のつながりが増えていくことが魅力だと思ってい
ます。年齢・障がい・人種・宗教などの隔たりなく、
スポーツのルールのもとで試合をして、楽しんで、
最後は「ノーサイド」で握手して終わる。敵も味方
もなく、人とのつながりが生まれ、広がることがマ
スターズ大会の魅力だと思っています。つながりが、
私の人生を豊かにしてくれたと思っています。
日本で開催されるということで、とても待ち遠しい
ですね。
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2008年のニュージーランドマスターズへの参加以降、世界中のマスターズ大会に参加され、優秀な成績
を残されている佐原律夫さん（77歳）にマスターズスポーツの魅力をお聞きしました。

40歳から始めて金メダリスト 佐原 律夫さん

妻から「健康のためテニスをや
ろう。卓球やっていたんだから
おとうさん教えてよ」といった
一言がはじまりです。当時は40
才で、テニス経験は全くありま
せんでした（笑）

マスターズ大会で印象に残っているエピソードを教
えてください

ニュージーランドマスターズで銀メダルを取った日
が、たまたま妻の誕生日だったんですね。生年月日
が選手間で閲覧できたので、選手全員が集まってサ
プライズでハッピーバースデーを歌ってお祝いして
くれました。
あとは、ダブルスで一緒に参加していた友人が棄権
したとき、事務局から「他の方と組んで出てよ」と
いう話になり、35＋のカテゴリーで出場。当時65
歳ですよ。意外にも優勝しちゃいました（笑）

パンパシフィックマスターズ
後、念願のエアーズロックへ

自分の好きなことに夢中になれて、さらにファンが
できるなんて想像できますか？（照）
私の場合はテニスでしたが、多くの方に人生の楽し
み方を知ってほしいですね。自分の人生を豊かにす
る何かを見つけてほしいと思います。

確かにモテモテです
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競技以外のワールドマスターズゲームズの魅力を教
えてください

自分がヒーローになれるのがマスターズの魅力ですね

佐原さんがテニスを始めたきっかけは？

定年退職後、海外ロングステ
イという形で毎年12月から３
月はニュージーランドに滞在
しています。テニス、ゴルフ、
ハイキングなどといった夫婦
共通の趣味を持ってロングス
テイを楽しんでいます。妻と
一緒にやってきたからこそ、
テニスも続けられたし、マス
ターズ大会にもダブルスで出
ています。

素敵なご夫婦ですね
世界中のマスターズ大会にも参加されています
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どうやって会場に行ったらいいか分からな
かったので、やはりホームページ等でのイン
フォメーションの充実が欠かせないと思いま
した。

今後もバドミントンを続けますか？
いい経験になりました。これからも続けてい
きたいですね。目標は金メダルです！

選手として参加することで感じたことは？

とは
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国際マスターズゲームズ協会（IMGA）が主宰し、
4年ごとに開催される、概ね30歳以上のスポーツ愛
好者であれば誰もが参加できる生涯スポーツの国際
総合競技大会です。オリンピック・パラリンピック
の翌年に開催され、1985年にトロントで第1回大
会が行われました。2021年の関西大会は第10回大
会、アジア初の開催となります。

初めてのマスターズ大会どうでしたか？

言葉の通じないトリノで一人で会場に行け
るかな？とか対戦相手のレベルが高かった
らどうしようとか直前まですごく不安でし
た。
実際対戦すると相手の方がすごく優しい方
で、試合を楽しめました。残念ながら勝つ
ことはできませんでしたが笑

「プレイヤーズファースト」を関西大会に反映するため、組織委員会メンバーもヨーロピアンマス
ターズゲームズ2019に参加しました。参加競技はバドミントン。感想を聞いてみました。

7月26日から8月4日まで、イタリア・トリノにてヨーロピアンマスターズゲームズ2019が開催され、
世界75ヵ国から約7,500名が、陸上競技、自転車、サッカー、水泳など32の競技に参加しました。
私たち組織委員会は参加者受付を行うGamecenterにてブースを出展し、関西大会への参加を呼びか
けました。皆さん、すでに2021年5月に日本に行くことが前提で、競技日程や観光地情報について
聞かれるとともに「絶対日本に行く！」という力強い言葉を多く頂きました。開会式パレードへの参
加や「Kansai Special Night」を開催。大会マスコット、スフラのぬいぐるみをかけたジャンケン対
決で会場は大盛り上がりでした。

対戦相手と笑顔でハ
グして記念写真も。

38歳から始めてメダリスト？ 組織委員会事務局マスターズスポーツ大会体験記

絶対日本に行く！ヨーロピアンマスターズゲームズ2019参加者からの声
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